¥ l、、 一 ノこ o 

據 てした 

「そろそろ 寝ようかと 思って いると ころです。」 と 私 

ひばち 

が 言う うち、 婦人 は 火鉢の そばに すわって、 

「先生 私 は 少しお 願いが あるので すが ご と 言って 言 

い 出しに くい 様子。 「なんです かご 「六 蔵の ことで ご 

ざいます。 あのような ばかです から、 ゆくさき のこと 

も 案じられて、 それ を 思う 私 は 自分のば か を 棚に 上げ 

て、 六 蔵の ことが 気に かか つ てなら ない ので ございま 

すご 

「ごもっともです。 けれどもそう お案じな さる ほどの 

こと もあります ま いご と ツイ 私 も 慰めの 文句 を 言う 



した。 

かかる ありさま ですから、 六 蔵が 歌な ど 知っている 

はず もな さそう です が、 知っています。 木 拾いの 歌う 

ような 俗歌 を そらんじて、 おりおり 低い 声で やって い 

ま ^9 

ある 日 私 は 一 人で 城 山に 登りました、 六 蔵 を 連れて 

と 思い ましたが、 姿が 見えなかった のです。 

冬ながら 九州 は 暖国 ゆえ、 天気 さえよ ければ ごく 暖 

かで、 空気 は 澄んで いるし、 山登りに はかえ つて 冬が 

よいので す。 

らくよう 

落葉 を 踏んで 頂に 達し、 例の 天主 台の 下まで ゆく と、 



け、 なんとも 知れない 物す ごさ を 感じました。 

いしがき 

天主 台の 上に 出て、 石垣の 端から 下 をの ぞいて 行く 

力と I- 力 レ 

うちに、 北の 最も 高い 角の 真下に 六 蔵の 死骸が 落ちて 

いるの を 発見し ました。 

怪談で も 話す ようです が、 実際 私 は 六 蔵の 帰りの あ 

まりお そいと 知って から は、 どうも この 高い 石垣の 上 

から 六 蔵の 墜落して 死んだ ように 感じた のであります。 

あま リ 空想 だと 笑われる かも 知れません が、 白状し 

ますと、 六 蔵 は 鳥の ように 空 を かけ 回る つもりで 石垣 

かど 

の 角から 身 をお どらした ものと、 私に は 思われる ので 

す。 木の 枝に 来て、 六 蔵の 目の前まで 枝から 枝へ と自 



返事 をす る、 これ を その 童 は 楽しみにして いました が、 

たま 

ついに 死にまして、 静かな 墓に 葬られ、 その 霊 は 自然 

の ふところに 返った と いう こころ を 詠 じた もので あり 

ま ^9 

私 はこの 詩が すきで 常に 読んで いました が、 六 蔵の 

しょうがい 

死 を 見て、 その 生涯 を 思うて、 その 白痴 を 思う 時 は、 

この 詩よりも 六 蔵の こと はさら に 意味 あるよう に 私 は 

感じました。 

いしがき 

石垣の 上に 立って 見て いると、 春の 鳥 は 自在に 飛ん 

でい ます。 その 一 つ は 六 蔵で はありますまい か。 よし 

六 蔵で ない にせよ、 六 蔵 は その 鳥と どれ だけち がって 



「なんだ つ てお 前 は 鳥の まねなん ぞ した、 え、 なんだ つ 

いしがき 

て 石垣から 飛んだ の 9 …… だ つ て 先生が そう 言った よ、 

六さん は 空 を 飛ぶ つもりで 天主 台の 上から 飛んだ の 

だって。 いくら 白痴で も、 鳥の まね をす る 人が ありま 

すかね、」 と 言って 少し 考えて 「けれどもね、 お前 は 死 

ん だほうが いいよ。 死んだ ほうが 幸福 だよ …… 」 

私に 気がつく や、 

しゃ わせ 

「ね、 先生。 六 は 死んだ ほうが 幸福で ございま すよ、」 

と 言つ て 涙 を ハラハラと こぼしました。 

「そういう 事 もありません が、 なにしろ 不慮の 災難 だ 

から あきらめる よりいた しかたが ありま せんよ …… 」 
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